
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略円筒形の除去槽の内側に断面略渦巻き型の仕切り板を設け、浮遊物質を含む水を除去
槽に供給するための流入口を仕切り板の略中心で除去槽の底部近傍に設けると共に浮遊物
質が減少した水を排出するための流出口を除去槽の下部に設け、浮遊物質を水面に浮上さ
せるために除去槽の水に微細な気泡を噴出するための気泡噴出部を仕切り板の略中心で除
去槽の底部近傍に設け、水面に浮上した浮遊物質を排出するための排出除去口を除去槽に
設け

て
成ることを特徴とする浮遊物質除去装置。
【請求項２】
　

て成ることを特徴とす
る 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、水中に浮遊する浮遊物質を除去するための浮遊物質除去装置及びこれを備えた
養殖装置に関するものである。
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、除去槽の底部を略逆円錐形の排水部として形成し、排水部の頂部に排水口を設け、
仕切り板を除去槽に着脱自在に設けると共に仕切り板の下端を排水部の内面に密着させ

魚介類を飼育するための飼育水槽と、飼育水槽の水を浄化するための浄化装置と、飼育
水槽と浄化装置との間で水を循環させるための循環経路とを具備し、飼育水槽から浄化装
置への循環経路の途中に請求項１に記載の浮遊物質除去装置を備え

養殖装置



【０００２】
【従来の技術】
従来より、水中に浮遊する有機物等の浮遊物質（以下、ＳＳということがある）を気泡に
より水面６に浮上させて除去する浮遊物質除去装置が提案されている。図７に浮遊物質除
去装置Ａの従来例を示す。この装置は外容器３０と内容器３１とで構成される除去槽１を
具備して形成されている。
【０００３】
外容器３０は略樽形状に形成されるものであって、外容器３０の上面は除去開口３２とし
て全面に亘って開放されている。また、外容器３０の周壁にはパイプ等の管体を突設する
ことにより流出口５が形成されている。また、外容器３０の底部には外容器３０の内外に
突出する筒状の水導入部３３が形成されている。水導入部３３の上面は全面に亘って開口
されていると共に水導入部３３の底部にはパイプ等の管体を突設することにより流入口４
が形成されている。
【０００４】
内容器３１は略樽形状に形成されるものであって、内容器３１の上下面は開口されている
と共に内容器３１の周壁には通孔３４が形成されている。そして、内容器３１は外容器３
０の内側において水導入部３３の上側に配設されていると共に内容器３１の下面開口に水
導入部３３の上端が差し込まれており、これにより、内容器３１と水導入部３３が連通状
態となっている。
【０００５】
流入口４の近傍において水導入部３３の内側には気泡噴出部８が設けられている。気泡噴
出部８は除去槽１に供給された水３に気泡を供給するためのものであって、気泡を生成す
るためのノズル等で構成されている。また、気泡噴出部８には気液供給管３５の一端が接
続されていると共に気液供給管３５の他端は加圧ポンプ３６に接続されている。さらに、
加圧ポンプ３６には水導入管３８が接続されていると共に水導入管３８には空気導入管３
７が接続されている。
【０００６】
上記のような浮遊物質除去装置Ａは除去槽１に浮遊物質２を含む水３を供給して水中の浮
遊物質２を水３から分離して除去するものである。すなわち、浮遊物質２を含む水３は流
入口４から水導入部３３に導入された後、水導入部３３から内容器３１に導入され、この
後、内容器３１に導入された水３は内容器３１の上面開口及び通孔３４を通って外容器３
０に導入され、この後、流出口５を通じて外容器３０から排出されるものであるが、浮遊
物質２を含む水３には水導入部３３及び内容器３１を通過する間に気泡噴出部８から発生
する気泡７が供給されるものであり、この気泡７により水中の浮遊物質２が捕捉されて水
３から分離すると共に気泡７に捕捉された浮遊物質２は水面６に浮上して固まりになるも
のである。従って、除去槽１に供給された水３は浮遊物質２が減少した状態で除去槽１か
ら排出されるものである。尚、水面６に浮上した浮遊物質２の固まりは外容器３０の上面
開口からすくったりして除去するものである。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記の浮遊物質除去装置Ａでは、除去槽１が外容器３０と内容器３１から構成さ
れる二重構造となっていたり、外容器３０と内容器３１が断面多角形に形成されていたり
して除去槽１の構造が複雑であるために、清掃等のメンテナンスが行ないにくく維持管理
が容易に行えないという問題があった。
【０００８】
本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、清掃等のメンテナンスが行ないやすく維
持管理を容易に行うことができる浮遊物質除去装置及び養殖装置を提供することを目的と
するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
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本発明の請求項１に係る浮遊物質除去装置Ａは、略円筒形の除去槽１の内側に断面略渦巻
き型の仕切り板５０を設け、浮遊物質２を含む水３を除去槽１に供給するための流入口４
を仕切り板５０の略中心で除去槽１の底部近傍に設けると共に浮遊物質２が減少した水３
を排出するための流出口５を除去槽１の下部に設け、浮遊物質２を水面に浮上させるため
に除去槽１の水３に微細な気泡７を噴出するための気泡噴出部８を仕切り板５０の略中心
で除去槽１の底部近傍に設け、水面６に浮上した浮遊物質２を排出するための排出除去口
９を除去槽１に設けて成ることを特徴とするものである。
【００１０】
　また 去槽１の底部を略逆円錐形の排水部１０として形成し、排水部１０の頂部に排
水口３９を設け、仕切り板５０を除去槽１に着脱自在に設けると共に仕切り板５０の下端
を排水部１０の内面に密着させて成ることを特徴とするものである。
【００１１】
　本発明の請求項 に係る養殖装置は、魚介類を飼育するための飼育水槽１１と、飼育水
槽１１の水を浄化するための浄化装置１２と、飼育水槽１１と浄化装置１２との間で水を
循環させるための循環経路１３とを具備し、飼育水槽１１から浄化装置１２への循環経路
１３の途中に請求項 記載の浮遊物質除去装置Ａを備えて成ることを特徴とするもので
ある。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を説明する。
【００１３】
　図１（ａ）（ｂ）に示すように、 の浮遊物質除去装置Ａは除去槽１と気泡発生機
１５と仕切り板５０を備えて形成されている。除去槽１は有底の略円筒形に形成されるも
のであって、その上面は全面に亘って開口されている。除去槽１にはパイプ等で形成され
る供給管５１が設けられている。供給管５１は鉛直方向に長い鉛直部５１ａと水平方向に
長い水平部５１ｂとで略Ｌ字状に形成されており、除去槽１の上面開口から除去槽１の内
側に鉛直部５１ａを差し込むと共に水平部５１ｂを除去槽１の上面開口よりも上方に位置
させるようにして供給管５１が配設されている。また、鉛直部５１ａは除去槽１の鉛直方
向の中心軸と略合致させて配置されている。そして、除去槽１の内側における供給管５１
の一端の開口（鉛直部５１ａの先端の開口）が流入口４として形成されている。この流入
口４は除去槽１の底面よりもやや上方で除去槽１の底面の方に向かって開口している。ま
た、除去槽１の周壁の下部にはパイプ等の管体が外側に向かって突設されており、この管
体により流出口５が形成されている。この流出口５と上記の流入口４はほぼ同じ高さ位置
に形成されている。さらに、流出口５の略真上において、除去槽１の周壁の上部にはパイ
プ等の管体が外側に向かって突設されており、この管体により排出除去口９が形成されて
いる。
【００１４】
気泡発生機１５は気泡噴出部８と気液供給管３５と加圧ポンプ３６及び空気導入管３７と
水導入管３８を具備して形成されている。気泡噴出部８は図３（ｂ）に示すような気泡生
成ノズル１６を用いて形成されている。気泡生成ノズル１６は、前面が噴出口１７として
全面に亘って開口され、後面が閉塞された有底円筒状のノズル本体１８と、ノズル本体１
８の底部に外側に突出するように設けた接続部１９と、ノズル本体１８を前後方向（気泡
生成ノズル１６の長手方向と平行な方向）に仕切る円盤状の仕切り部２０とを備えて形成
されている。仕切り部２０には図３（ａ）に示すように、仕切り部２０を前後方向（厚み
方向）に貫通する多数個の流通孔２１が形成されている。流通孔２１は細孔に形成されて
いる。気液供給管３５は鉛直方向に長い鉛直部３５ａと水平方向に長い水平部３５ｂとで
略Ｌ字状に形成されており、気液供給管３５の一端である鉛直部３５ａの先端が気泡生成
ノズル１６の接続部１９に接続されていると共に、気液供給管３５の他端である水平部３
５ｂの先端が加圧ポンプ３６に接続されている。また、加圧ポンプ３６には水導入管３８
の一端が接続されていると共に水導入管３８の他端は水源に接続されている。さらに、水
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導入管３８には空気導入管３７の一端が接続されていると共に空気導入管３７の他端は大
気中で開放されている。
【００１５】
　このような気泡発生機１５で気泡７を生成するにあたっては次のようにして行なう。ま
ず、加圧ポンプ３６の作動により、水導入管３８からの水と空気導入管３７からの空気と
を加圧ポンプ３６に吸い込んで導入する。次に、加圧ポンプ３６に導入した水と空気を加
圧することにより空気を水に混入して溶解させる。ここで、加圧ポンプ３６による加圧は
０．３～０．６ＭＰａ（３～６ｋｇｆ／ｃｍ 2）の圧力で行なうようにすればよい。次に
、空気が混入された水を気液供給管３５を通じて気泡生成ノズル１６に圧送する。そして
、気泡生成ノズル１６に圧送された水は仕切り部２０の流通孔２１及び噴出口１７を通っ
て気泡生成ノズル１６から噴出されるが、流通孔２１を通った水は加圧状態から常圧状態
へと減圧されるものであり、これにより、気泡生成ノズル１６（気泡噴出部８）で多数個
の気泡７が生成されるものである。本 では直径（泡径）が１０～３０μｍの微細な
気泡７を用いるのが好ましいものであり、このような微細な気泡７が生成されるように流
通孔２１の孔径や加圧ポンプ３６による加圧力を調整するようにする。尚、ここでは気泡
７の発生方法として加圧方式のものを例示したが、これに限定されるものではなく、上記
と同様の気泡７を発生させることができるものであれば、どのような方式を採用しても良
い。
【００１６】
上記の気泡発生機１５の気液供給管３５は、その鉛直部３５ａを除去槽１の上面開口から
除去槽１の内側に差し込むと共に水平部３５ｂを除去槽１の上面開口よりも上方に位置さ
せるようにして配設されている。また、鉛直部３５ａは除去槽１の鉛直方向の中心軸と略
合致させて配置されている。従って、上記の供給管５１の鉛直部５１ａと気液供給管３５
の鉛直部３５ａは略平行で近接するようにして除去槽１の内側に配置されている。また、
気液供給管３５の先端に設けた気泡生成ノズル１６（気泡噴出部８）は上記の流入口４や
流出口５とほぼ同じ高さに位置させて除去槽１に設けられている。また、気泡生成ノズル
１６の噴出口１７は除去槽１の底面よりもやや上方で除去槽１の底面の方に向かって開口
している。
【００１７】
仕切り板５０は上下方向に長くて断面略渦巻き型に形成されるものである。このような仕
切り板５０は例えばステンレス鋼板等の金属板を巻いたりＦＲＰ等のプラスチックを成形
したりして形成することができる。また、仕切り板５０の最外周面には複数個の支持板５
３が突設されている。この支持板５３は、仕切り板５０を除去槽１の内側に配設したとき
に除去槽１の内周面に当接するものであり、これにより、除去槽１内において仕切り板５
０が支持されて立設状態を維持することができると共に仕切り板５０の外周面が除去槽１
の内周面に密着するのを防止することができるものである。
【００１８】
そして、この仕切り板５０は除去槽１の上側開口から除去槽１の内側に差し込むことによ
って除去槽１の内側に着脱自在に設けられており、これにより、除去槽１の内側の空間を
仕切り板５０で仕切って除去槽１の内側に平面視で略渦巻き状の水路５５を形成するもの
である。この時、仕切り板５０の鉛直方向の中心軸（渦巻きの中心を通る軸）は除去槽１
の鉛直方向の中心軸と略合致させて配置されている。従って、上記の供給管５１の鉛直部
５１ａと気液供給管３５の鉛直部３５ａは仕切り板５０の鉛直方向の中心軸と略合致する
ように配置されている。また、仕切り板５０の下端は除去槽１の底面（除去槽１の底部の
内面）に密着されており、これにより、流入口４から供給された水３が直ぐに流出口５か
ら排出される（短絡）のを防止することができ、浮遊物質２が除去されていない水３が流
出口５から排出されるのを防ぐことができるものである。尚、仕切り板５０はそれ自身が
広がろうとする弾性力により支持板５３を除去槽１の内側に当接させて立設状態を維持す
るようにしても良い。
【００１９】
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そして、上記のような浮遊物質除去装置Ａを用いて水３に含まれる浮遊物質２を除去する
にあたっては、次のようにして行なう。まず、供給管５１を通して浮遊物質２を含む水３
を流入口４から除去槽１内に供給する。除去槽１に供給された水３は水路５５を通って流
出口５から順次流出していくが、除去槽１内には排出除去口９付近までの一定量の水３が
常に溜まった状態になるように、流入口４からの水３の流入量と流出口５からの水３の流
出量とを調整するようにする。そして、除去槽１に供給された水３は仕切り板５０の略中
心で除去槽１の底部近傍から水路５５の形状に従って略渦巻き状に流動するものである。
【００２０】
このようにして流入口４からの水３の流入と流出口５からの水３の流出とを連続的に行な
って除去槽１に一定量の水３が溜まった状態を維持しながら、上記のようにして気泡噴出
部８で気泡７を発生させて除去槽１内の水３に多数個の気泡７を気泡噴出部８（気泡生成
ノズル１６）の噴出口１７から噴出するようにして供給する。この時、除去槽１内の水３
は略渦巻き状になって水路５５を流れているので、気泡噴出部８から水３に噴出された気
泡７は図１（ａ）（ｂ）の除去槽１内の矢印で示すように、水３の中を螺旋状に流動する
ものである。そして、このように気泡７を水３の水中で螺旋状に流動させることによって
、除去槽１内の水３の全体に亘って気泡７を略均一に分散させるように送ることができ、
水３の全体に気泡７による処理を略均一に作用させることができるものである。
【００２１】
上記のように除去槽１内の水３に噴出された気泡７は螺旋状に流動して水３の水面６にま
で達するが、気泡７の一部は水３の水中を移動する際に水３に存在する直径１ｍｍ程度の
浮遊物質２及び水３に存在する直径５～１０μｍの懸濁物質２２と接触することになる。
そして、複数個の気泡７と浮遊物質２の接触により、図４（ａ）に示すように、浮遊物質
２には複数個の気泡７が吸着することになり、気泡７の浮力により浮遊物質２は気泡７と
ともに水３の水面６へと浮上することになる。また、気泡７と複数個の懸濁物質２２の接
触により、図４（ｂ）に示すように、気泡７には複数個の懸濁物質２２が吸着することに
なり、気泡７の浮力により懸濁物質２２は気泡７とともに水３の水面６へと浮上すること
になる。さらに、水３に溶解している蛋白質やＣＯＤ（化学的酸素要求量で表される水の
汚れ）等に相当する溶解物質は気泡７の界面に濃縮されることになり、これら溶解物質も
気泡７とともに水３の水面６へと浮上することになる。
【００２２】
このように水３に含まれている浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質は流入口４から流
出口５に向かって上から下に流れる水３の流れに抗して水面６に集まる（凝集する）こと
になり、水３は流出口５に達するまでに気泡７の上記作用により浮遊物質２と懸濁物質２
２及び溶解物質が減少した状態となるものである。従って、流出口５から流出する水３は
浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質が分離除去されて減少した状態となっているもの
である。そして、水３の水面６に浮上した浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質を吸着
した気泡７はオーバーフローにより排出除去口９から除去槽１外に排出されるものであり
、このようにして水３から浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質を除去することができ
るものである。
【００２３】
　そして、本 の浮遊物質除去装置Ａでは、除去槽１を上面が開口する略円筒形に形
成したので、従来例のものよりも構造や形状が単純であり、また、気泡噴出部８が除去槽
１の上面開口から掃除したり取り替えたりすることが可能なものであり、清掃等のメンテ
ナンスが行ないやすく維持管理を容易に行うことができるものである。また、本 で
は、除去槽１内の水３に噴出された気泡７が螺旋状に流動して水３の水面６にまで達する
ので、従来例のように気泡７を真っ直ぐ上方に浮上させる場合に比べて、水３中における
気泡７の流動距離を長くすることができ、浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質と気泡
７との接触効率が高まって、浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質の分離除去を効率よ
く行うことができるものである。
【００２４】
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尚、上記の実施の形態では、水３の水面６に浮上した浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解
物質を吸着した気泡７をオーバーフローにより排出除去口９から排出したが、これに限ら
ず、例えば、ベルト式の掻き取り装置で浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質を吸着し
た気泡７を除去槽１の上面開口から掻き取って（すくい取って）排出しても良い。
【００２５】
　図５（ａ）（ｂ）に本発明 施の形態を示す。この浮遊物質除去装置Ａは流出口５よ
りも下側における除去槽１の底部を略逆円錐状の排水部１０として形成したものである。
また、排水部１０の頂部（最下端）にはパイプ等の管体が外側に向かって突設されており
、この管体により排水口３９が形成されている。また、仕切り板５０の下端は排水部１０
の内面の傾斜と一致する形状に形成されており、これにより、除去槽１の内側に配置され
た仕切り板５０の下端は排水部１０の内面（除去槽１の底面）と密着している。その他の
構成は図１（ａ）（ｂ）に示すものと同様である。
【００２６】
このように形成される浮遊物質除去装置Ａにおいても、図１（ａ）（ｂ）に示すものと同
様にして浮遊物質２と懸濁物質２２及び溶解物質の除去を気泡７で行うことができるが、
この時には排水口３９は閉塞されている。そして、気泡７により浮上させることができな
い大型の浮遊物質２は除去槽１の底部に沈殿することになるが、この実施の形態では除去
槽１の底部が略逆円錐状の排水部１０として形成し、排水部１０の頂部に排水口３９を設
けたので、排水口３９を開放することによって、除去槽１の底部に沈殿した大型の浮遊物
質２は排水部１０の傾斜した内周面を滑り落ちて水３とともに排水口３９から除去槽１外
に排出されることになり、図１（ａ）（ｂ）のものに比べて除去槽１の底部に沈殿した大
型の浮遊物質２を容易に除去槽１外に排出することができて清掃等のメンテナンスが行な
いやすく維持管理を容易に行うことができるものである。
【００２７】
　図６に本発明の養殖装置の一例を示す。この養殖装置は閉鎖循環式の養殖システムであ
って、魚介類を飼育するための飼育水槽１１と、飼育水槽１１の水を浄化するための浄化
装置１２と、飼育水槽１１と浄化装置１２との間で水を循環させるための循環経路１３と
、上記 ５（ａ）（ｂ）に示す浮遊物質除去装置Ａとを具備して構成されている。
【００２８】
飼育水槽１１は魚介類を養殖したり一時的に蓄養したりするものであり、ＦＲＰやコンク
リートなどで形成されている。この飼育水槽１１にはパイプなどの配管で形成される循環
経路１３の一端と他端が接続されている。循環経路１３の途中には水の流れの上流側から
下流側に向かって順に、沈殿槽２７、浮遊物質除去装置Ａ、浄化装置１２、循環ポンプ２
８などが設けられている。
【００２９】
沈殿槽２７は飼育水槽１１から供給された水３に含まれている大型の不純物を沈殿させて
水３から分離させるものである。上記の大型の不純物は魚介類の排泄物等である。沈殿槽
２７で沈殿分離させた大型の不純物は、沈殿槽２７に接続されたドレン２９を通じて集水
枡４０に排出されて破棄されるものである。
【００３０】
浮遊物質除去装置Ａは上記の供給管５１を介して沈殿槽２７と接続されており、大型の不
純物を減少させた水３が沈殿槽２７から供給管５１を通じて供給されるものであり、上述
のように気泡７を用いて水３に含まれている小型あるいは微細な浮遊物質２等を水３から
分離除去するものである。また、上述のように、浮遊物質除去装置Ａの気泡発生機１５に
は水導入管３８が具備されており、この水導入管３８の一端は加圧ポンプ３６に接続され
ているが、水導入管３８の他端は浄化装置１２と飼育水槽１１の間において循環経路１３
に接続するのが好ましい。そして、これにより、浮遊物質２やアンモニアが減少された水
を用いて気泡７を発生させることができ、気泡生成ノズル１６や加圧ポンプ３６等に浮遊
物質２の目詰まりが発生しにくくなり、浮遊物質除去装置Ａのメンテナンスを低減するこ
とができるものであり、しかも、別途に水源を用意することがなくなって養殖装置を簡素
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化することができるものである。さらに、上述のように、除去槽１では気泡７により浮上
させることができない大型の浮遊物質２が沈殿することがあるが、この沈殿した浮遊物質
２は除去槽１に接続されているドレン４１を通じて集水枡４０に排出されて破棄されるも
のである。
【００３１】
浄化装置１２は流出口５を介して浮遊物質除去装置Ａと接続されており、浮遊物質２等を
減少させた水３が浮遊物質除去装置Ａから供給されるものであり、水３に含まれているア
ンモニアを硝化処理（硝化反応）により硝酸態窒素に変換してアンモニアを水３から除去
するものである。上記の硝化処理には硝化菌等が用いられる。
【００３２】
循環ポンプ２８は循環経路１３で水３を循環させるためのポンプであり、この循環ポンプ
２８により飼育水槽１１の水３は、沈殿槽２７、浮遊物質除去装置Ａ、浄化装置１２をこ
の順で通過した後、飼育水槽１１に返送されるように循環経路１３を流れるものである。
【００３３】
そして、上記の養殖装置では、魚介類の飼育に使用した飼育水槽１１の水３が沈殿槽２７
、浮遊物質除去装置Ａ、浄化装置１２を通過して循環するので、水３に含まれている不純
物、すなわち、魚介類に与える餌に起因する残餌及び魚介類の糞や代謝物によって生じる
有機物などの不溶性の浮遊物質や懸濁物質、水溶性の蛋白質やＣＯＤ、アンモニア等の不
純物を水３から除去して浄化した後、飼育水槽１１に返送することができ、閉鎖循環式の
養殖装置でありながら水質を低下しにくくすることができるものであり、これにより、魚
介類を高密度で品質良く管理しながら飼育することができるものである。
【００３４】
従来、この種の閉鎖循環式の養殖装置では、本発明のような浮遊物質除去装置Ａが具備さ
れておらず、その代わりに繊維状のフィルターが備えられていた。そして、上記と同様の
沈殿槽２７とフィルターによって、微細な浮遊物質２まで除去しようとしていたが、浮遊
物質２の除去が充分に行えないものであって、水質の低下（負荷）とともに、浄化装置１
２で浮遊物質２の沈殿堆積が発生して浄化装置１２の機能に悪影響が生じたりしていた。
しかしながら、本発明の養殖装置では上記のような浮遊物質除去装置Ａが具備されている
ので、微細な浮遊物質２の除去が充分に行うことができるものであり、従って、水質の低
下や浄化装置１２の機能に悪影響が生じないものである。また、フィルターを用いた場合
のような目詰まりもなくなり、メンテナンス性に優れるものである。
【００３５】
また、従来では魚介類からでる蛋白質等の難分解性物質除去のために、浄化装置１２に個
別に泡沫分離装置を設ける場合もあるが、本発明では浮遊物質除去装置Ａが泡沫分離機能
も有しているために、浄化装置１２に泡沫分離装置を設ける必要が無く、浄化装置１２の
簡素化を図ることができるものである。
【００３６】
【発明の効果】
上記のように本発明の請求項１の発明は、略円筒形の除去槽の内側に断面略渦巻き型の仕
切り板を設け、浮遊物質を含む水を除去槽に供給するための流入口を仕切り板の略中心で
除去槽の底部近傍に設けると共に浮遊物質が減少した水を排出するための流出口を除去槽
の下部に設け、浮遊物質を水面に浮上させるために除去槽の水に微細な気泡を噴出するた
めの気泡噴出部を仕切り板の略中心で除去槽の底部近傍に設け、水面に浮上した浮遊物質
を排出するための排出除去口を除去槽に設けるので、従来例のもののように二重構造や樽
形状でなく、構造や形状が単純であり、清掃等のメンテナンスが行ないやすく維持管理を
容易に行うことができるものである。また、除去槽内の水に噴出された気泡が断面略渦巻
き型の仕切り板の形状にしたがって螺旋状に流動して水の水面にまで達するので、気泡を
真っ直ぐ上方に浮上させる場合に比べて、水中における気泡の流動距離を長くすることが
でき、浮遊物質と気泡との接触率が高まって、浮遊物質の分離除去を効率よく行うことが
できるものである。また、排出除去口から浮遊物質を排出することができ、浮遊物質の除
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去を容易に行うことができるものである。
【００３７】
　また 去槽の底部を略逆円錐形の排水部として形成し、排水部の頂部に排水口を設け
、仕切り板を除去槽に着脱自在に設けると共に仕切り板の下端を排水部の内面に密着させ
るので、除去槽に沈殿した大型の浮遊物質を排水部の内周面の傾斜で滑り落として排水口
まで導いて排出することができ、除去槽に浮遊物質が沈殿しにくくなって除去槽の清掃等
のメンテナンスを容易に行うことができるものである。また、仕切り板を除去槽から取り
出して分離することによって、仕切り板と除去槽のそれぞれに清掃等が行ないやすくなり
、メンテナンス性を向上させることができるものである。しかも、仕切り板の下端を排水
部の内面に密着させることによって、流入口から流出口に向かって水が流れにくくなって
気泡の作用を受ける前の水が流出口から流出するのを少なくすることができ、浮遊物質が
除去されていない水の流出を少なくすることができるものである。
【００３８】
　また、本発明の請求項 の発明は、魚介類を飼育するための飼育水槽と、飼育水槽の水
を浄化するための浄化装置と、飼育水槽と浄化装置との間で水を循環させるための循環経
路とを具備し、飼育水槽から浄化装置への循環経路の途中に請求項 記載の浮遊物質除
去装置を備えるので、浮遊物質除去装置で浮遊物質や懸濁物質を除去することができ、魚
介類を飼育するための水の濁りを低減することができるものである。また、浄化装置への
浮遊物質の流入が少なくなって浄化装置での浮遊物質の目詰まり等が無いようにすること
ができ、浄化装置での負荷が低減されて水の浄化を効率よく行なうことができて水質を高
く維持することができるものである。また、浮遊物質除去装置において気泡を噴出するに
あたって空気を水に加圧溶解させているので、循環する水への空気の溶解度が過飽和にな
り、飼育水槽で飼育されている魚介類への酸素供給を容易に行うことができるものであり
、また、浄化装置で硝化菌等の微生物を用いた生物処理を行なっている場合には微生物を
活性化することができ、浄化装置での水の浄化を効率よく行なうことができるものである
。さらに、浮遊物質除去装置において魚介類から出る難分解性物質である蛋白質等の不純
物を気泡の界面で濃縮して水から分離して除去することができ、魚介類の飼育環境を改善
することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　 の浮遊物質除去装置の実施の形態の一例を示し、（ａ）は平面図、（ｂ
）は断面図である。
【図２】　同上の仕切り板の一例を示す斜視図である。
【図３】　（ａ）は同上の気泡生成ノズルの仕切り板の一例を示す正面図、（ｂ）は気泡
生成ノズルの一例を示す断面図である。
【図４】　（ａ）は浮遊物質に気泡が吸着した状態を示す概略図、（ｂ）は気泡に懸濁物
質が付着した状態を示す概略図である。
【図５】　本発明の浮遊物質除去装置 施の形態の一例を示し、（ａ）は平面図、（ｂ
）は断面図である。
【図６】　本発明の養殖装置の実施の形態の一例を示す概略図である。
【図７】　従来例を示す断面図である。
【符号の説明】
　１　除去槽
　２　浮遊物質
　３　水
　４　流入口
　５　流出口
　６　水面
　７　気泡
　８　気泡噴出部
　９　排出除去口
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　１０　排水部
　１１　飼育水槽
　１２　浄化装置
　１３　循環経路
　３９　排水口
　５０　仕切り板
　Ａ　浮遊物質除去装置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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